
463 

抑
留
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ま
ざ
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手
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清 
 
 

 
十
九
歳
で
入
隊
。
初
年
兵
の
訓
練
を
終
え
て
満
州
に
渡

り
、
チ
チ
ハ
ル
で
関
東
工
兵
幹
部
教
育
隊
甲
種
幹
部
候
補

生
第
三
期
生
と
し
て
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
七
月

一
日
に
入
隊
。
一
カ
月
半
訓
練
を
受
け
て
ハ
ル
ピ
ン
で
終

戦
を
迎
え
た
。 

武
装
解
除
し
た
あ
と
、
屋
根
の
な
い
貨
車
で
海
林

ハ
イ
リ
ン

に
行

き
、
貨
車
を
乗
り
継
い
で
旧
ソ
連
に
入
り
、
ホ
ル
モ
リ
ン

収
容
所
に
入
る
。 

海
林
に
は
、
満
州
、
北
支
、
蒙
古
に
い
た
日
本
兵
ら
が

集
め
ら
れ
、
千
人
単
位
で
作
業
隊
を
編
成
し
、
シ
ベ
リ
ア

各
地
に
送
り
こ
ま
れ
た
。
そ
の
数
は
五
十
五
万
人
に
上
る

と
い
わ
れ
る
。 

貨
車
を
乗
り
継
い
で
旧
ソ
連
に
入
っ
た
と
き
、
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
か
ら
南
下
し
て
帰
国
す
る
も
の
と
ば
か
り
考
え
て

い
た
が
、
列
車
が
北
に
向
か
っ
た
た
め
、
だ
ま
さ
れ
た
こ

と
に
気
づ
い
た
。 

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
か
ら
収
容
所
の
あ
る
ホ
ル
モ
リ
ン
ま

で
は
三
、
四
日
歩
か
さ
れ
た
。 

十
二
月
の
酷
寒
の
中
で
野
営
し
、
寒
さ
と
栄
養
失
調
で

一
人
二
人
と
死
ん
で
い
き
、
ソ
連
兵
の
掠
奪
が
行
わ
れ
た
。 

収
容
所
で
は
、
独
ソ
戦
で
撤
去
さ
れ
た
バ
ー
ム
鉄
道
（
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
）
の
改
良
復
旧
工
事
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。

森
林
の
伐
採
、
木
材
の
馬
で
の
搬
出
、
鉄
道
の
土
木
工
事

に
従
事
し
た
。 

シ
ベ
リ
ア
は
、
五
月
中
ご
ろ
か
ら
六
月
が
春
、
夏
は
七

月
の
わ
ず
か
一
カ
月
間
で
、
八
月
は
秋
、
九
月
中
ご
ろ
か

ら
氷
が
張
り
冬
に
入
る
。 

零
下
五
〇
度
に
な
る
と
き
が
年
に
二
、
三
回
あ
り
、
体

を
動
か
し
て
い
な
い
と
生
き
物
が
凍
り
つ
い
て
し
ま
う
寒

さ
を
抑
留
生
活
で
体
験
し
た
。 

作
業
を
終
え
た
あ
と
も
暖
房
の
た
め
の
森
林
の
伐
採
、

飲
食
に
使
う
氷
の
切
り
出
し
な
ど
の
作
業
が
あ
り
、
夜
中

の
十
二
時
ご
ろ
ま
で
働
き
、
起
床
は
午
前
六
時
だ
っ
た
。 

一
回
分
の
食
糧
は
、
コ
ー
リ
ャ
ン
と
す
ま
し
汁
の
よ
う
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な
ス
ー
プ
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

衛
生
状
態
が
悪
い
た
め
シ
ラ
ミ
が
つ
き
、
か
ゆ
さ
の
た

め
に
熟
睡
で
き
ず
、
栄
養
失
調
と
睡
眠
不
足
で
数
多
く
の

同
輩
が
死
ん
で
い
っ
た
。 

少
し
で
も
飢
え
を
し
の
ぐ
た
め
木
の
葉
を
食
べ
た
り
、

車
か
ら
転
げ
落
ち
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
夜
中
に
拾
っ
て
食
べ

た
。 酷

寒
の
真
夜
中
に
、
必
死
の
思
い
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
拾

い
、
氷
を
溶
か
す
た
め
に
飯
ご
う
で
煮
た
と
こ
ろ
、
馬
糞

だ
っ
た
と
い
う
笑
う
に
笑
え
な
い
話
が
あ
る
。 

帰
国
が
許
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
以
上
働
く
と
死
ん
で

し
ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
体
が
衰
弱
し
て
い
た
。 

体
重
は
四
八
キ
ロ
で
、
あ
ば
ら
骨
が
見
え
、
足
首
か
ら

も
も
ま
で
が
同
じ
太
さ
だ
っ
た
。 

貨
物
船
で
帰
国
し
た
。 

 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記 

熊
本
県 

 

家 

入 

壯 

介 
 

 

  

ハ
ル
ピ
ン
に
て
武
装
解
除 

私
の
軍
隊
生
活
は
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
月

十
五
日
、
熊
本
工
兵
第
六
連
隊
に
入
隊
し
た
日
か
ら
始
ま

っ
た
。
そ
し
て
直
ち
に
、
北
満
の
ハ
イ
ラ
ル
の
関
東
軍
工

兵
第
一
一
九
連
隊
に
派
遣
さ
れ
、
そ
こ
で
初
年
兵
の
基
礎

教
育
を
う
け
た
の
ち
、
昭
和
二
十
年
七
月
一
日
、
甲
種
幹

部
候
補
生
と
し
て
チ
チ
ハ
ル
の
関
東
軍
工
兵
幹
部
教
育
隊

に
入
隊
し
た
。 

教
育
隊
で
は
、
満
州
、
朝
鮮
、
中
国
の
各
部
隊
か
ら
集

め
ら
れ
た
約
百
三
十
人
の
候
補
生
が
、
工
兵
の
幹
部
将
校

と
な
る
た
め
、
毎
日
厳
し
い
訓
練
が
続
け
ら
れ
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
ソ
連
軍
が
満
州
に
侵
入
し
た
日

は
、
こ
と
の
ほ
か
炎
熱
の
日
で
あ
っ
た
。
私
達
は
フ
ラ
ル

ギ
の
嫩
江
に
お
い
て
鉄
舟
を
つ
か
っ
た
架
橋
の
訓
練
中
で

あ
っ
た
。
午
後
の
訓
練
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
浜




